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ガラテヤ人 (びと)への手紙 (てがみ)






ガラテヤ人 (びと)への手紙 (てがみ)は、パウロが第 (だい)１次 (じ)宣 (せん)教 (きょう)旅 (りょ)行 (こう)のときにたてたガラテヤ教会 (きょうかい)に送 (おく)った手紙 (てがみ)です。
パウロは、ピシデヤのアンテオケにある会堂 (かいどう)で「キリストはダビデに約束 (やくそく)された『メシヤ』であり、その方 (かた)を信 (しん)じる信仰 (しんこう)によって救 (すく)われる」という福音 (ふくいん)を伝 (つた)えました。（使徒13:13-14）
パウロは、ガラテヤ地域 (ちいき)で行 (おこな)った第 (だい)２次 (じ)宣教 (せんきょう)旅行 (りょこう)のときも、福音 (ふくいん)を伝 (つた)えました。それとともに、人々 (ひとびと)の信仰 (しんこう)が強 (つよ)められ、キリストを信 (しん)じる人 (ひと)の数 (かず)が毎日 (まいにち)増 (ふ)える伝道 (でんどう)と宣教 (せんきょう)の答 (こた)えを受 (う)けました。
しかし、律法 (りっぽう)だけを重要 (じゅうよう)に思 (おも)う偽 (いつわ)りを教 (おし)える人 (ひと)たちが、救 (すく)いに対 (たい)して誤 (あやま)った話 (はなし)を伝 (つた)えました。律法 (りっぽう)と割礼 (かつれい)によってこそ救 (すく)われると話 (はな)したのです。また、パウロは使徒 (しと)ではないと言 (い)いました。このことで、人々 (ひとびと)を惑 (まど)わしました。（ガラテヤ5:4、6:12）しかし、救 (すく)いは福音 (ふくいん)であるイエス・キリストを信 (しん)じるときに受 (う)けるのです。

パウロは、ガラテヤ人 (びと)への手紙 (てがみ)に
「１．パウロの使徒権 (しとけん)は、神様 (かみさま)がくださった。
　２．ただイエス・キリストを信 (しん)じるときに救 (すく)われる。まちがっている偽 (いつわ)りの教師 (きょうし)の教 (おし)えにだまされてはならない。
　３．まことの信徒 (しんと)は、律法 (りっぽう)から自由 (じゆう)にならなければならない。
　４．肉体 (にくたい)のことと、聖霊 (せいれい)の実 (み)（９つ）は、ちがう」
という内容 (ないよう)を込 (こ)めて送 (おく)りました。
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３月 (がつ)は、学院 (がくいん)福音 (ふくいん)化 (か)「ガラテヤ人 (びと)への手紙 (てがみ)」を通 (つう)じて、ただイエス・キリストの御名 (みな)よってのみ受 (う)けることのできる救 (すく)いとまことの自由 (じゆう)、聖霊 (せいれい)の実 (み)を毎日 (まいにち)結 (むす)ぶレムナントになりましょう。
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